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(敢 に θはBlag9角, Aは 川 い たX線 の波 長(1537.4), bは 装 置 に特 有 な廻 析 線 の 幅 の 最小 値

で あ る)に てbを 略 し,結 晶 粒 子 径Dを 求 め た るに上 表 の最 後 の行 の如 くで あ る.

 4)比 較 考 察

 以 上 の如 くA.B.C.3種 の 試 料 は 顯 微鏡 的 槻 察 で は大 し・に粒 度 が異 な るにか か わ らす, X線

分 析 で は 略 等 しい結 果 とな つ た.試 料Cに 就 い て は爾 方 法 の結 果 が略 一 致 して い る.こ れ が試

料A及 びBの 粒 子 の基 本 結 品 罷 で あ る と も考 え られ る.吏 に最 近 の電 子 顯 微 鏡 槻察 とX線 分

析 との測 定 比較 の の 例1)を 併 ぜ考 察 を試 み た カ{詳細 は省 略 す る.要 す るに試 料Cの 如 き超 微 細

粒 子 の粒 度 測 定 に は 電 子 顯 微 鏡 とx線 廻 析 の 併 用 がイf効で あ り,粉 罷 粒 子 の微 細 構 造 を考 慮 す

る必 要 が あ る と思 う.

 電 子 顯 微 鏡 爲 眞 は 島津 製 作 所 及 び 口立 中央 研 究所,X線 窟 眞 は 雷 所 卜田 研究 室 に依 頼 した.

各 位 の御 厚 意 に感 謝 す ろ.
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        (II)  FOr!natiOn of U1trafiiie PreCipitate Of Sa]t

             水 渡 英 二 ・荒 川 正 文

              Eiji Suito and Mas三しfしuni Arakawa

 超 微細 沈 降 性 轡類 の 生 成 反 慮 の第 一例 と して 超 微細 炭酸 カル シ ウ ムの 生 成 反慮 を研 究 した.

超 微 細 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 生 成 に就 い て は 從來 二 三 の文 献 が あ るの み で あ る●例 へ ば炭 酸 加 里 と

酷 酸 カ ル シ ウ ム との溶 液 か ら卵 白 の添 加 に よ り生 じた沈 澱 をア ル コ ール で 洗 溝 して得 た報 告1)

稀 薄 炭 酸 ア ンモ ニ ウ ム溶 液 と稀 薄 臨 化 カル シ ウ ム溶 液 とを室 温 で(15～29。C)反 癒 させ て μ一

CaCO3叉 はVateriteと 思 わ れ る膠 質 沈 澱 を得 た}杖告2)等 力{ある.以 一Lの如 く從 來得 られ た

超 微紬 炭酸 カ ル シ ウ ムは 総 て實 験 室的 操 作 に よ る もの で,こ れ を工 業 的 に行 うに は 多 くの 困難

を作 う.本 實 験 で は 威 可 く工 業 的 に即 した反 慮 自Pち本 邦 の 天 然 資 源 と して 多 く存 在 す る石 荻 石
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を焼 成 して生 じ た生 石 友 の 溝 化 に よ り得 られ た石 荻乳 液 と,焼 成 の 際 獲 生 す る炭酸 ガ ス との反

慮 に よ り超 微細 炭 酸 カル シ ウム を生 成 し,併 せ て超 微 細 盟k成 の基 礎 條 件 を探 らん とす る もの

で あ る,し か して 流 動 法 を用 ひ炭酸 ガ スの濃 度,水 酸 化 カル シ ウ ム膠 質 液 の濃 度 及 び 反感 温 度 の

3條 件 を種 々攣 化 して反 慮 せ しめ,生 成 す る炭 酸 カル シ ウ ム結 品 の 大 き さ,形 歌 性 質 を調 べ た.

              實 験 装 置 及 び 方 法

 恒 温 槽 中 に置 い た長 型 ビー カ ー内 に 一 定濃 度 の(':1(OH)2膠 質 液500ccを 入 れ る.瓦 斯 溜

に て室 氣 に よb一 定 濃 度 に簿 め られ たCO2瓦 斯 を洗 猴 瓶,流 速 計 を経 て 恒 温 槽 中 の蛇 管 を通 し

豫 め一 定 温 度 と して前 記Ca(OII)2膠 質 液 申 え噴 出反慮 せ しめ る.流 速 は1分 問1立 と した.

反 鷹 容 器 中 には甘 乗 電 極 及 びア ンチ モ ン電 極 を挿 入 しpHの 憂 化 を時 聞 的 に記 録 し た.

              反 鷹 曲 線 に 就 い て

 水 酸 化 カ ル シ ウ ムの 溶 解 度 は15℃ にて約0,17%で あ り,こ れ 以上 の濃 度 で は 過 剰 のCa(()H)2

が 固照(膠 ・質 厭 態)と して浮 遊 して い る.か か る膠 質液 のpllは 約11.8で あ る.こ れ にCO2瓦

斯 を通 す る と水 に溶 解 して 炭酸 とな り液 相 中 のCa(C)H)L)と 反慮 してCaCJO:}を 生 す る.

      CO2十H20=H2CO3  ・       .

      (.'a(OII)2十H2CO3=('aC():呈 →-2112()                         '

 しか し直 ち に過 剰 のCa(OH)2が 溶 解 して くるか らpllは11.8の 儘 攣 化 しな1・.渦 剰 の浮

遊 して い るCa(OI-1)L)が な くな り,溶 解 したCa(OH)2の み とな れ ば,こ れ とH2CO3と の

反慮 に よ りp11は 低 下 し,上 記 反鷹 が 完 結 す れ ば1)II 6附 近 で一 定 とな る.從 つ て 反懸 のpH一

時聞 曲 線 を書 けば か か るこ とを示 す 曲 線 とな る.一 方 ビvカFの 代 りにDewar瓶 を川 い て断

熱 的 に行 つ た實 験 か ら温 度 一時 闇 曲綜 を取 る に略 一 定速 度 で盗 度 上 昇 が 見 られ,零 次 反 慮 と思

われ る.し か して反 鷹絡 結 貼 は 曲線1及 びllで よ く一・致 す る.

               實  験  結  果

 以 上 種 々の 條 件 に於 け る反懸 のP}L時 間 曲 線 を求 め,そ の曲 線 がpH 7(中 和 黙)を 切 る黙 を

反 鷹 絡 結 時 間 と して各 種 の條 件 と反慮 時 聞 を求 め た 主 な 結 果 は次 の 如 くで あ る.

 1)水 酸 化 カ ル シ ウ ム膠 質 液 の濃 度 と反 確{時TIU

 Ca(OH)2濃 度 を増 加 す る と略 比 例 的 に反 鷹 時 聞 は長 くな る.こ の こ とは 種 々の 温 度 に就 い

て云 え る.一 一例(30℃)は 次 の如 くで あ る.

     Ca(OII)2の 濃 度(%) 飽 和(0.2) 5 10  15  20

     反 慮 時 聞(分)  斗 5085125175

 2)炭 酸 ガ ス の濃 度 と反慮 時 冊

 炭酸 ガ スの 濃 度 が 塘 加 す る と反 慮 時 悶 は急 激 に減 少す る が,30%以 上 で は その 差 が 極 め て少

い.30%以 上 で は未 反 慮 の ま ま室 氣 中 に放 出 され る もの が 多 くな る と恕、われ る.

 3♪ 反 慮 温 度 と反 慮 時 間

                   (U8)
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 (Na(OH)2の 飽 和 溶 液 に就 い て は温 度 上 昇 と共 に反 憲 時 間 は減 少 す る. Ca(OH)2膠 質 液 に

就 い て は1(J℃ に て 反鷹 時 問 の極 小30℃ にて極 大 の あ る こ とが示 され た.

 この理 由はCO2, Cft(OH)2, CaCO:}の 水 に到 す る溶 解 度 の 温 度 關 係 よb考 察 すべ き問 題 で

あ るが 詳 細 は 省 略 す る.伺 生 成 せ る結 品 粒 子 に就 いて は 一 定 の 反 鷹 條 件 に よ り前 報の如 き代 表

的 な3種 の もの の 他 に 術 数 種 の 異 つ た もの が 出來 るの で あ るが,こ れ らの 關係 に關 して は次 の

機 會 に報 告 す る.

                 交      献

 1) Biitschli:Al)hand. Akad. Cr)tt;]909.4.3.

 2)野 田稻吉:工 化,37(昭9)729

              (昭 和24年2月23日 ・麩 理)

        粉 禮 獲 火 現 象 の 研 究

   第3報 石 炭 其 の 他 有 機 物 質 粉 煙 の 登 火 限 界 曲 線 に 就 い て

               Powder Explosion.

          (III)   InfLlaL1、〕Tll■tion  1`inlit.s ()f  Va1・ious  I,〔)"{le1's

           後藤廉不 ・水渡英二 ・瀧 鯉二
            Rempei Goto, Eiji Suito and Koiji Takl

                I.結    君

 第2報 に於て獲表せ る暁射試瞼法 を川いて石炭,小 萎粉類,有 機藥品類の代表的物質に就い

て嶺火限界曲線を求め共の獲火性を此較 した.叉 粒度及び粉罷淑度の獲火性に及ぼす影響を試

験 した.

                ∬.實 験 操 作
                     ノ

 1.試 料 後 に 述 べ る各 物 質 を豫 め乳 鉢 又は ポ ツ ト ミノLで粉 葬{苓後Tyler標 準 籠 て 籟別 して

用 いた.

 2.實 験 装 置 硝 子 製 の 殴 出 器 に一 定 量 を取 り一一定 騒毫力 の フ;≦氣 流 に依 り瞬 出 し粉 煙 を 形成 せ

しめ た.而 して 暁 出rlよ り種 々の 距離 に黙 火源 を置 き獲 火 の イ∫無 を槍 した.黙 火1皆1として は焔

(高 さ5cm)を 使Jljし た.(粉 器 及 び粉 末 冶金,第2巻87頁 変 照)

 3.畿 火限 界 曲線 の決 定 方法 a(試 料 の瓦 敏)及 びd(噴 川 口 と黙 火 源 との距 離)を 萢E々攣 え

て 登 火の 有 無 を楡 し,a, dを 軸 と して圃 示 す れ ば 褒 火限 界 曲 線が 得 られ る.
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